
補助資料③ 塩

今和6(2024)年 度

審判員の日標 3

『安,む 。安全なゲーム運営』

と

モダンハンドボール

近年のハンドポール競技の特徴

→ 激しいポデイーコンタクト、スピーデイーなゲーム展開

「ハー ドプレーとラフプレーの見極め」
競技規則第 8条 f相手に対する動作」 → 攻撃側、防御l電の双方にあてはまる

く身体接触の際 >
◆ 両者の位置関係

◆ 違反を受けたプレーヤーヘの影響

われわれ レフェリーが、第 8条 を理解・整理 し、解決 していかなければなら

21

◆ ハンドボールの概念

ハンドボールの競技規則の精神は…

本日手
1てw本

を傷つιすることなく   である。
8:4、 8:5の適用 … 競技規則第8条の理解

Long step、 Foo† on Foo† 、GKの 頭部直撃 など

プレ…ヤーの安全面を阻害するようなプレ…は静されない

安
`せ

。安全な
ゲーム運営

試合開始 i5分で基準を示す

8:I(辞される行為)、 3:2(洋されない行為)、

8:3(罰 則あり)の違いを明確に示す

8:4に ついての判定 (開始直後であつても)

8:5、 8:6(危 害を及ぼす行為)

・予防的行動・コミュニケーション

(口 頭での注意、ボデイーランゲージ)

43

阻 競技規則第 8条の理解

8:4
8:5
8:6

亀

8:I 許される行為

8:2 罰則の適用に相当しない違反行為

8:3 罰則を適用する違反行為

一一赳
どの罰則を追用するかについての判断基準

即座に2分間違場を判定すべき違反行為

失格として判定すべき違反行為

意図的で、危険かつ患質な建反行為による失格

(報告書を伴う)

チ

競技規則第 8条の理解

スポーツマンシツプに反する行為

罰則を段階的に適用すべき行為

即座に2分間遅場を判定すべき行為

失格と判定すべき行為

0 報告書を伴う
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★競技規則第8条の理解①
…競技規則 8:l (a)～ (c)

次の行為ば許される

(o)他のプレーヤーの手からボールを取るために、

開いた片手を使うこと

①堀を写名襟将練性ぁ穐?島離議宅程i怪官
(c)位置取りをめぐり、相手をプロックするために

胴体を使うこと

☆競技規則第二
奔浄霧多?三年ヱ乙ごとこ協暑婚竃)

防御行為の ハードプレー とは・・・

◆ 攻撃側ブレーヤーの正面

◆ 競技規則8:Iの状況 (例えば、曲げた腕 )

◆ 相手の安全面を守る

↓
接触の度合いが強かつたとしても

ハードプレー として認める 置
87

9

r要 扇 れ 測 第8条
空警守?良七ザ イフエンスの例 

塩

DFプレーヤーは、曲げた腕を使いながら、相手正面に

入り、ついていっている。

(正面・曲げた腕・ボールに対してプレーする)

日,ト

★競技規則策:今客語舒監しぃディフェンスの例

DFは相手に対して、工面からのコンタクトを試みている。
決して罰則を適用してはならない。

ピボットも明らかな得点チャンスを得ているわけでもないの

で、OFチームのフリースロー。それ以外の判定はない。

10

☆競技規型憲:各8干嶋 ェンシブフアールの例

DFはボールを持ったOFプレーヤーに対して、先に正面に

位置を取つている。レフェリーの判定は二しい。

オフェンシブフアール。相手チームのフリースロー。

(先に位置を取る。正面)

2

次の行為は許されない

(G)相手が手に持っているボールをひったくる、叩き落す

(b)腕、手、または脚を使って相手をブロックすること

(c)身体やユニホームを捕まえること

(d)走 って、あるいはジヤンプして相手にぶつかること

(a)～ (d)
☆競技規則第8条の理解②

…競技規則 8:2
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★競技規則第
二
条
?晉警

③
罰則を適用する違反行為

罰則の適用の判断基準

明らかに くボールではなく)相手の身体を狙った連反に対して

は、罰則を適用しなければならない。これは、フリースローや7m

スローの判定だけでなく、はじめに警告 (16:I)、 次に還場

(16:3b)、 失格 く16:6d)と いうように、少なくとも段階的に

罰則が付加されることを意味する。

★葺警響響吾昂寄烏警鑑9するかについての判断基準

a)辛写霜隼庭基を〒1王筈:為面与履方?

b)辛写縞線ず

'登

上常tて息管農琴倍?頭部?喉 ?首 ?

C)辛写握盈8強整と:瑠撃雰動きの速さは?

d)逹反行為の 影響

13

★競技規則第8条の理解③
:3(8)(b)

早写サ雪夢9歩り今聖元密ぜ宅忌ま吾なよ:垂密喜捜3兆歩
し

レーヤーヘの影響もないため、ゴールイン。

★口顕注意をするべきである。 (警告相当のプレー)

15

14

16

☆競技規則第8条の
要蟹宣ホ_ムをつかむブレー

Bの 2(c)相手が自由にプレーを経続できるような状態であつた

としても、身体やユニホームを捕まえること。

明らかに くボールではなく)相手の身体を狙った違反

に対しては、罰則を造用しなければならない。

8の 4   危険性を軽視した違反行為 (b)捕まえ続ける

8の

も諄

★競技規則第8条の
晋璧2ホ _ム をつかおプレー

ゴールレフェリーとコー トレフェリーが連携

亀

併

GRか らは見えないかも…

が見やすい場合もある。

共同作業で管理する。

★要簑曇尉泰皇奎宗警蟹?っかぉ場合も

3
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★競技規則第 3条の理解③
:3(a)(b)

ピボットがボ…ルをキャッチした時、DFは ピボットヘのコン
タクトを止めた。そのため、ピボツトは、ボディーコントロ…
ルを失わずにシュ…卜を打ち切った。ゴールイン。

★口顕注意をするべきである。 (警告相当のプレー)

19

21

出 ★競技規
響語,概 問退場とすべき違反行ぜ

ぬ

T=&蔀後宿2雰畠亀鍛ゼ子真:与弘ヨダ
したため、レフェ

併

20

22

★競技規則夢9舎2雫驚鼎するディフエンス
☆ 『 Long Step』  と 『 Fool on Foot』

① Iつ 日の場面 (14分 H秒 )

シューターが先に足を踏み込んだ。その後に、

DFが接触を試みた。

その時、DFの 足はシユーターの足と接散 した。
→たとえ、得点を決めたとしても、DFを 直接の

2分関退場 とするべきである。

② 2つ 目の場面 (15分 35秒 )

7 mT十 直接の 2分間退場
→もし、①の場面でOFに 罰則を与えていれば、

この場面を防ぐことができたかもしれない。

4

★警警響響第昂金程署雰留遅場とすべき違反行為
a)衡率の大きい違反行為や、高速でたつている相手に対する連反

b)相手を背後から捕まえ続けること、あるいは引き倒すこと

c)頭や喉、首に対する連反

d)月同体やボールを投げようとしている腕を激しく叩くこと

め
脈劣甥協羅7し鱒筆辞羅提義手

f)高速でジャンプして、あるいはたつて相手にぶつかること

開始直後でも、即座に2分問還場もありうる !

亀☆策警響響雷デ概 間違場とすべき違反行為

辮 覇亀E悪諄れ後憲省∴q辱と孝と素年雰)「座
に

シューターは明らかな得点チヤンスを妨害されたため、7mス
ローを判定する養妻がある。

(判 断基準を強く示す場面である)

併

☆競技規則夢9奮2千笹qするディフェンス

『 Long Step』  と 『 Foot on Foot』

◆防御側の動■ン持冒 (ゴ…ルエリアの内 vs外
暉接触が起 こる前の動き
暉接触の時の位置
暉防御側の足の動き
障防御側が攻撃側に

向かって接触する
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★菊警η」歩9奮空千驚qするディフエンス
☆『 Long Step』 と『 Fool on Foot』 "・大きな影響の例

監

①シューターが先に足を踏み込む動作。
②その後、DFが足を前に踏み出した。
※シューターにはもはや踏み込んだ足を

どうすることもできない。
→先にその位置を取つたのはシューター

と考える。

③『Foot on Fool』 の状況となる。
①シュートが外れれば7 mTの判定。
③得点を決めたとしても、少なくとも2分間退場の判定。

→シューターに大きな影響があれば、失格。

併

☆競技規則
策B奢?理霙縁と判定すべき違反行為

相手に対して危険を及ぼす行為をしたプレ…ヤーは失格となる。

(a)た っている、ジャンプしている、あるいはポールを投げようと

しているときに、明らかに身体のコントロールを失う

(b)顔や喉、首に対して、特に攻学的な行為をする

(身体接触の激しさ)

(c)乱暴で相手の安全性を無視した連反行為

25
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★競技規
型箸:奢8守犠 と判定すべき違反行為

高速でたつているル ーヤーの背後から、明らかに身体のコント
ロールを失うプレーである。攻撃側ブレーヤーは、違反を予期で

きず身体を守れないような状況であり、とても危険である。

レッドカー ドの判定は正 しい。

26

★競技規
型憲:舎8守犠 と判定すべき違反行為

夢好ヴ与τモ笙手湾奮習え苦F写森言?多ネ言生)レぞk丁を晨ど
がある。

頭部に対する攻率的な連反行為は、レッドカードである。

111.II ((.ホ ′くサ十

28

5

|☆ 競技規則第8条の理解⑥           
鷺

・・・8:6 意図的で、危険かつ患質な違反行為による央格

報告書を伴う失格

(a)あ まりにも無謀な行為、またはあまりにも危険な行為

(b)競技の状況とかけ離れた意目的で患質な行為

併

|■ || よ ,八 ホ(ナ 十

幽 ★競技規則
煮

阜安ヱ:写],9▼ 字|:賽写る行為)

(o)レ フエリーの判定に対して抗議

有利な判定になるようIC吉素ジヤスチヤーを用いる

(b)相 手を味方を営業やジェスチャーで挑発

注意をそらすために大声を出して叫ぶ

(c)3日 の距雑を確保しない

(d)演技によリレフエリーの判定を欺く行為

(e)膝 から下の部分を使ってシュートやパスを積極的に姑害する

(f)戦術的な理由で、繰り返しゴールエリアに侵入する

チ

監
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|★ 競技規則
斎

身寄ヱ:写]ぅ9▼字|:賽写る行為 )

ノーゴールキーパー (エ ンプテイーゴール)の状況でコートプ
レーヤーがゴールエリア内に侵入し、シユートを防いだ。

8:7(f)に より、段階的に罰則を造用する。

と

監 ☆競技

景貫軍二争毒ラ
g写

塀滑賓与習驀電ダ
き行為

くo)大 きくジエスチヤ…しながら大声で、あるいは挑発的な態度で

の抗議

(b)床 にボールを落とすか置かない

くc)交代地域に入ったボールを、相手チームが取ろうとしているの

を妨げる

(d)ゴ ールキ…パーとの I対 Iの状況で打つたシユ…卜が、ゴ…ル

キーパーの顕部に直撃

阻★蒙警
景賞要二Эをラ勁 轟祭鳥鼎馬ホ

ベき行為

ゴールキーパーとI対 Iの状況で頭部にボールが直撃した。ボー

ルの軌道も明らかに変わっているため、即座に2分間違場とする。

併

31

33

担★競
千堤塾を争奏        勢る行為)

フリースロ…直接シュートする際に、防御側プレ…ヤーの頭部に

ボールがぶつかった。

防御側ブレーヤーの安全を脅かすような行為である。

よって、8:9く e)を適用し、失格とする。

併

監

32
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|★競毎景≧を二奏婁琶争号すoラ傷往反する行為)

(c)こ れ見よがしにボールを逮くに投げたり叩きつけたりする

(b)ゴ ー)レキーパー方ヾ露骨に7mス ロ…を止めようとしない

(c)競技の中断中に故意にボールを相手に投げつける

(d)聖
a]三 1季聾兵雪協議部だ暴生々ぞ黒寄浮詈部

を動かしてい

(e)ZЙ示そ耳こ患ま梯為祠チ

'=阜

雪伝漱奪こ黎2を思懲二琴督
こと

(f)建反された後の報復行為

併

★競婁景駐言写安桑書写望夢夢び募密食する行為)

(a)侮辱または脅すような行為

(b)競技中にチーム役員がコートに入って、あるいは交代地域から競

技を姉害した

不工に入場したプレーヤーや交代地域にいるプレーヤーが競技に

影響を与え、明らかな得点チヤンスを妨害した

くc)競技終了前30秒 固、競技の中断中に…

くd)競技終了前30秒 間、インプレー中に…

6

35 36



★競技規則第 8

套4鬱等尋多Ψ弯ち荘妥7弦行か
亀

・8: ]0
(極めて

競技終了前30秒間、競技の中断中に相手のスロ…の実施を妨げ
たので、8:10(c)を 適用し、失格とする。

また、7mスローを与える。

ー11 , .

併

★安̀
せ
。安全のためのゲームマネジメント①

罰則を出すことなくゲームマネジメントするには?

→ コミュニケーシヨンの取り方が重晏

事前にできたことはなかっただろうか?

口頭注意、ボデイーランゲージなどで予防できることもある

38
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阻 ☆安,む 。安全のためのゲームネ
r讐望ふ9の工夫 

監

◆ リーダーシップ、試実さから発せられるべき言葉とは?

rはい、入場 して」      「ペアにも伝えておくから」

「ポイント、ここだよJ    「ありがとう サンキューJ

「ユニホ…ム、つかまないよ」 「そのまま続けていいよ」

「先に住置を取ってしつかり上まっているからOКだよ」

「PIoy on」                 など・・・

併

☆安吋。安全のたP祭零
―ムマネ
ィーラン

ジメント③
ゲージの活用

ボディーランゲージを使用→周囲に具体的に伝わりやすい

※ボディーランゲージが優先されないように気を付ける

側ハンドボールの発展のために 監

・安ド・安全の保障

・ハンドボールに関わる全ての人たちを守る養妻がある

。ハンドボールを守ることでもある

。ハンドボールの競技規則の精神
r相 手の身体を傷つけることなく…」

●
・競技規則の正 しい理解 と運用が求められる

r
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